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（NACSIS-ILL相 殺、銀 行 振
込）、カラーコピー希望の有無など
を確認する。
２-２．書誌・所蔵確認
作業内容：貸出中、未所蔵などの時は速やか
に謝絶。無料でダウンロードでき
る文献の場合はURLを記入して
返信。書誌事項が不完全な依頼に
ついては確認ための返信を行う。
２-３．複写
作業内容：申込み内容（カラー、モノクロ）
に従って複写を行う。
２-４．通知書・受付簿入力
作業内容：申込み内容と複写を確認し、受付
番号、受付日、枚数、郵送料金を
記入。
通知書と複写物、NACSIS-ILL
相殺非参加館には支払い方法の通
知書も同封し発送。
２-５．郵送・会計処理
作業内容：申込書と振込伝票を揃えて会計課
に提出。
?．まとめ
ILLを行うためには自館の目録を整備し、
図書館ネットワークの総合目録に参加にする
ことが求められる。当院は複数の図書館ネッ
トワークに参加しており、それぞれ異なる総
合目録があるため、参加ネットワーク毎に総
合目録を更新する必要があるが、各総合目録
において病院図書室協議会では臨床系や病院
雑誌、NACSIS-ILLでは海外誌や古い文献
の充実などの特徴があるため各図書館ネット
ワークに参加することで、当院図書室の文献
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提供サービスの充実に繫がっている。
当院図書室では文献データベースの検索結
果から冊子体の所蔵状況がわかる様に医中
誌、Pubmedには所蔵アイコンを表示、利用
可能な電子ジャーナルについてはSFXと
Pubmedのリンクアウト設定を行っている。
しかし利用者から図書室へ依頼される文献複
写の内、所蔵資料や契約している電子ジャー
ナル、オープンアクセス資料などがあり、実
際に職員から依頼された文献数を依頼件数に
含めると図２に表示されている件数より２
～３割多くなる。図書室に依頼しなくても利
用可能な資料の確認ができてないことで起こ
る利用者の文献入手までの時間のロスを減ら
すために参考文献の書誌事項読み取りや文献
データベースの検索結果からの所蔵情報や利
用可能な電子ジャーナルの確認・利用につい
ての教育や広報を行うことも必要と最近では
考えている。
?．おわりに
病院図書室は大学図書館と比較すると所蔵
規模が小さく、職員からの文献依頼が後を絶
たない状況である。一人職場が多い病院図書
室担当者の業務は図書室業務全般に渡り、施
設によっては兼任の場合もあるため、ILLで
は一方的な依頼に終始してしまい、自施設の
目録の整備や相互目録の定期的な更新が疎か
になってしまうこともあるが、ILLのルール
やマナー、知識の習熟の他に自施設の図書室
機能の確立、総合目録の更新、図書館ネット
ワーク活動への参加によって利用者への
ILLサービスが充実する。当院の図書室機能
の整備が始まったのは2006年以降であり、所
蔵資料は乏しく、大学図書館や他病院図書室
への依頼無しには当院職員に対して充実した
文献提供サービスは行えないが、図書館ネッ
トワークに参加し、総合目録に協力すること
で、ILLによる文献提供サービスが可能に
なっている。当院図書室も一人職場であり、
図書室業務について院内で相談する相手がい
ないため ILLだけでなく、レファレンスや図
書室業務の相談などで他図書館に助けてもら
うことが多い。だからこそ ILLをはじめとし
て図書室業務は「図書館同士の助け合い」で
成立していることを忘れず、図書室機能の向
上を図りたいと考えている。
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